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データが，図中のほどよい位置におさまることがわかった（注6）。
　表2には，このようにして求めたスリットを持たずに普通に読む場合の情
報受容範囲の平均値を示した。また，表2は，注視点の移動量の平均値：をあ
わせて示した。情報受容範囲の値を，この注視点の移動量の値：で割った値
（表2では重複度と呼んでいる）も，表2に示したが，この値：が2以上にな
ることは，注視点が，すでにそこから何らかの情報が受容されている場所に
移動することを意味している。スリット幅が2字分以下になると，重複度は
全部のデータで2以下となる。このような条件のもとでは，スリットを持っ
て読むことが，一度前もってそこから情報を得ているところに注視点を移動
させるという情報受容の方法をさまたげることになり，これが読みの速度を
おそくさせている原因であることが推定される。
考 察
　読みの眼球運動の灘定に，手にスリットを持って視野を髄乱した条件のも
とに読むという条件をつけくわえることによって，読みの眼球運動の停留時
には，注視点での情報の受容のほかに，注視点からはなれた，これから注視
点がそこにうつる場所からも何らかの情報を受けとっていることを示すよう
な結果カミ斥尋られた。
　この結果は，つぎにのべるように，これまでにおこなわれている同じよう
な実験の結果と一一一isしている。
　英文を対象としておこなわれているMcConkie　and　Rayner6）（1975）お
よびRayner9）（1975）の実験では，注視点を中心にコンピュータのディス
プレイ上に一定の範囲にだけテキストを提示したり，その範囲外ではテキス
トに変容を加えたりすることによって，周辺視でどのような情報が受けとら
れるかという点まで検討している。一つの停留で単語の意味が処理できる範
囲は，注視点より4～6文字以内に限定されるが，単語全体の形の情報は10
文字程度の範囲まで，単語の長さの情報は，12～15文字の範囲まで受けとら
れることがわかっている。
　　　　　　　　　　　　　　　一75一
　lkeda　and　Saida7）（1978）は，テレビ・モニター一面に注視点のまわりに
一定範囲だけ漢字仮名まじり文を提：示する装置をつくり，人工的に視野が制
限された場合に，眼球運動がどのような影響を受けるかをしらべている。こ
の実験では，だんだんと視野を制限していって，どのくらいまで視野を制限
したときに影響があらわれるかをしらべ，普通の読みにおいては，この範囲
まで情報が受けとられていると考えるわけである。彼らは，漢字仮名まじり
文においては，被験者によって異なるが，1◎～17文字の範囲から情報を収集
し，2～5文字程度の注視点の移動によって読むことを見い幽している。
　Osaka9）（1987）も，パーソナル・コンピュータを用いて，　同様の実験を
おこなっている。この実験では，祝園を剃溶することによって，読みの時間
が増加すると共に，注視点の移動距離も小さくなることを確認している。こ
の実験は，漢字仮名まじり文と，漢字の部分をひらがなにおきかえた文の両
方を用いておこなわれていること，視野制限によって文章の理解の程度がさ
またげられることも合わせて明らかにしたことに特徴がある。
　コンピュータのディスプレイあるいはテレビ・モニターを用いた実験では，
被験者の眼球運動と文字の提示が連動しているので，注視点がつぎに移動し
なけれぽ，つぎの文字は画面一とにあらわれない。注視点のまわりに2文字提
示するときめたら2文字だけしかあらわれない。
　筆者の実験では，視野を制限する働きをもつスリットを，被験者自身が手
にもって，テキストの上をすべらせながら読みすすめていくために，スリッ
トを2文字分ときめても，1停留で平均して5～6文字分の文字が，情報と
して得られるわけである。しかも，この文字数は，1行を何厩の停留で読む
かに依存している。
　筆者の実験で得られた1停留時の情報の収集範囲として9～i2文字，注視
点の平均移動距離3～5文字という結果は，同じように漢字仮名まじり文を
対象としておこなわれたIkeda　and　Saida7）（1978）の結果と，実験の方法
は違っていても，得られた数値は，相当よく一致している。
　筆者の実験は3名の被験者，lkeda　and　Saida7）（1978）の実験は4名の
　　　　　　　　　　　　　　　一76一
被験者という限られた数の被験者でしか実験をおこなっていないし，テキス
トも，筆者の実験は中学社会科教科書，Ikeda　and　Saida7）（1978）は科学
雑誌「サイエンス」の記事を用いただけである。読む材料や被験者がかわれ
ぽ，停留時の情報受容範囲もかわることが予想される。
　漢字仮名まじり文において，周辺視で受けとられ，つぎの注視点をきめる
のに役立つ情報は何だろうか。漢字仮名まじり文をコンピュータのディスプ
レイに提示して，さきにのべたアルファベットの文字体系を対象とした実験
でおこなわれたように，注視点の外側の部分にあたる文章をさまざまに変容
して提示し，つぎに注視点のおかれる場所から収集される情報をさぐるため
の実験をおこなうことができれば，これに対する一応の解答は得られるはず
である。
　筆者の研究室では，このような漢字仮名まじり文を対象とした実験が，実
施できる体制がととのい，予備的なデータが得られはじめた段階である。文
章の中では，漢字が，名詞や，動詞・形容詞の活用しない部分につかわれ，
いずれも実質的な内容にかかわる単語を示す役割を持っていて，周辺視で漢
字で書かれた部分があることがとらえられると，そこに漢字で書かれるべぎ
重要な役割をもつ単語があるという情報が読み手に与えられる。これはアル
ファベットの文字体系とは異なる日本藷の漢宇仮名まじり文の読みの特徴と
考えられるが，以上の見解は現時点では仮説の段階にとどまり，十分なデー
タのうらづけは得られていない。
結 ???
　被験者自身が視野を制隈する働きをもつスリットを手に持って文章の上を
スリットをすべらせな：がら読みすすめる場合と，スリットを持たずに普通に
読む場合の眼球運動を比較する実験をおこなった。
　この結果，情報の収集される範囲には，個人差があるが，9文字から12文
字の範囲であり，注視点の平均的な移動距離は3文字から5文字の間にある
ことが明らかになった。
　　　　　　　　　　　　　　　一77一
　このことは，読みの過程において，一つの注視点において，つぎに注視点
が移動する場所から何らかの情報をまえもって受けとっていることを示して
いる。
注
1）　このような読みの眼球運動の特徴については，筆者は別の報告（神部le），1986＞
　でくわしくのべている。
2）　この実験から，妻定された窓の下をテキストが動いていくのを読むのにくらべ
　て，テキストの方は動かずにそのkを窓が動いていく場合の方が，窓の大きさが
　3～4字以上になると，かなり読みやすくなることが見い出された。窓の大きさ
　が1～2字の場倉には，差がみられない。固定された窓の下をテキストが動いて
　いく条件で，窓が大きな場合は，溢視点が，窓の中を行ったり来たりすることに
　なる。これに対して，窓がテキストの上を動いていく場合では，注視点の移動は，
　窓が大きくなれば，見かけ上は，普通の読みの場合に近くなる。実験の詳細につ
　いては，溺の機会に報告する予定である。
3）　実験の結果は，読む材料によって影響を受けると考えられるので，テキストの
　一例をつぎにかかげる。
　　　　『もしかりに，8本の隣に，ギリシアの国があったとしたら，どうだろ
　　　う。おそらく，私たちのつかう文字は漢字ではなく，アルファベットに近い
　　　ものになったろうし，学問も儒教や仏教の学事でなく，西洋の近代科学のも
　　　とになったギリシアの学問がはいってきたかもしれない。
　　　　こういうふうに，私たちの社会は申国の文化の影響を受けてきたが，これ
　　　はなにも学問に限ったことではない。正倉院の御物を見ればわかるように，
　　　1，000隼以上も前tl　，臼本には中国から絵画や彫刻や工芸品などがはいって
　　　きたし，またその影響を受けて臼本人も自分でつくり出すようになった。ま
　　　た衣類でも食べ物でもそうである。歴史に明らかにされていない昔に，大陸
　　　から伝えられたものもたくさんあるだろう。こういう，わが鰯の歴史的背景
　　　は西洋の歴史的背景とまったく違う。その上外国からの影響が違うばかりで
　　　なく，その影響を受けながら私たち日本人は，その風土の中で独特な文佑を
　　　つくり上げてきた。そして，それがまた歴史的鷲景となって，次の時代に影
　　　響を与えていくのである。（以下，略）2
一一@78　一
4）図書カードの上辺にミゾを切りこむという方法は，筆者の創案になるものであ
　る。この方法は，この実験がおこなわれた後，筆者の示唆にもとづき松田隆夫氏
　により採用されている。（松田11），1976）
　　松沼氏の論文から引用すると，「ケント紙上部にミゾを切りこむという条件の
　採用は，神部尚武氏（国立國語研究所）の経験的示唆に基づいている。氏によれ
　ば，これが人問の読字行動にもっとも近い制限視野条件であるという。」（松田11），
　3ページ）
5）　スリット幅1字分あるいは2字分のスリッ5を持って，実際に読んでみると，
　ここにのべた一一一es留当りの情報受容範囲が，スリット幅の字数分にくらべて，予
　想外に広いものであることが容易に体験できる。
6）　この部分は，以下にのべるような溺の説明の方が，わかりやすいかもしれない。
　　「スリットを持って読むことは，普通に読む場合の情報受容範囲ntを人工的に
　制限してしまったことになる。この制限したことに対する影響は，行当りの必要
　時間を増加させるように働らいている。スリット幅を広くしていくと，情報受容
　範囲nノは広くなり，行当りの必要時間は減少していくが，それ以下にはならな
　いような値が存在する。このときの行当り必要時聞と，スリッ5を持たずに読む
　場合の行当り必要時間が，ほぼ一致し，このことは，図4の中に臨港が，ほどよ
　い位置におさまることで示されている。
　　ここから，スリットを持たずに読む場含の情報受容範囲nノを推定することが
　できた。」
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